




要約:乳児期に在宅療法の対象となる疾患の実態を知る基礎的資料の一つとして、当院に

おける最近 5年間の 6ヵ月以上の長期入院例を検討した。新生児期を入院のスタートとし

たもの 20 例中 16 例(80%)に高度の医学的管理を要し、乳児期スタートのものは 17 例中 9

例(53%)であった。乳児期スタートのものに中枢神経系の予後不良の疾患が 10 例、59%と

高率を占めた。


